
第２学年 算数科学習指導案 

 平成２６年１１月１９日（水）５校時 

                                   ２年２組 児童数２０名 

                                   授業者  門田 なぎさ 

 

１．単元名 「九九をつくろう」  東京書籍下Ｐ．２９～４４ 

 

２．単元について 

(１)単元観 

 本単元で扱う乗法は、学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗法の意味について理解し、それを用いることができるようにする学習である。 

児童はこれまでに、かけ算の意味や表し方を学習し、２の段から５の段までの九九を構成してきた。

本単元では、これまでのかけ算九九の学習を生かしながら、乗法について成り立つ性質を用いて６の段

から９の段までの九九を構成し、習熟を図る。そして九九表から乗法と積の関係、交換法則などの九九

のきまりや性質をとらえたり、乗法九九を総合的に活用して問題を解決したりすることを通して、乗法

の意味と九九について一層の習熟を図ることをねらいとしている。 

   

(２)児童観 

  本学級の児童は、学習に対して真面目に取組むことができる。算数科においては、自分の考えをノー

トに書くことができる児童が多い。また、発表においては、答えが明確な場合は多くの児童が積極的に

言えるが、文章問題などの思考を要する時に自分の考え方を伝えることができる児童は、まだ少ない。

ドリル的な計算問題では、概ね積極的に取組み、楽しんで学習を進めることができる。しかし、最後ま

で話を聞くことや最後まで集中して課題に取組むことが苦手な児童や、文意がとらえにくいため場面を

イメージすることが難しい児童もいる。 

前単元のかけ算（１）のかけ算の意味の理解や、２、３、４、５の段の九九の構成、暗唱と適用・乗

法と積の大きさの学習では、多様な考えに至らない児童もいるが、パターン化することで意欲的に取組

むことができた。 

    ６月に行った算数科に対する関心・意欲・態度についてのアンケート（「算数の授業が好きですか。」 

の問いに対して「好き」と答えた児童が２０名中１７名、「算数の授業が楽しいですか。」の問いに対し

て「楽しい」と答えた児童が２０名中１６名、「習ったことが分かりますか。」の問いに対して「分かる」

と答えた児童が２０名中１５名）からは、関心・意欲・態度が高いことが分かる。 

 

 

第２学年 Ａ数と計算 

（３） 乗法の意味について理解し、それを用いることができるようにする。 

 ア 乗法が用いられる場合について知ること。 

 イ 乗法に関して成り立つ簡単な性質を調べ、それを乗法九九を構成したり計算の確かめを 

したりすることに生かすこと。 

 ウ 乗法九九について知り、１位数と１位数との乗法の計算が確実にできること。 

 エ 簡単な場合について、２位数と１位数との乗法の計算の仕方を考えること。 



 

（３）指導観  

  指導にあたっては、まずそれぞれの段の九九は、前単元で発見し活用してきた乗法に関する性質（乗

数が１増えると積は被乗数分だけ増えること）やきまり（被乗数と乗数を入れ替えても積は変わらな

いことなど）を用いることによって児童自ら構成できるようにしたい。また、乗法九九の構成をする

中でも、児童が意欲的に学習に参加できるように具体物やアレイ図を積極的に使い、乗法の性質や乗

法について成り立つ交換法則などのきまりについて、児童が自ら調べ発見できるように指導したい。 

  児童のかけ算九九に対する興味・関心は全体的に高く、楽しみにしている児童が多い。その興

味・関心をさらに高め、学習意欲につなげられるよう振り返りカードに書かれている児童の思い

を反映するように授業構成の工夫に努め、自分の考えを発表する力も伸ばしていきたい。     

  

 （４）研究主題との関連 

本校の研究主題である「筋道を立てて考え、表現できる児童の育成～言語活動を重視した算数科の

授業づくりを通して～」に関わっては、自分の考えをしっかり持って発言するためにノートに絵や

図・式を書けるようにもなってきている。自力解決をし、ペア学習で考えを友達に説明したりしてい

るが、個人差も見られる。また、自分の考えを自信を持って発言することに抵抗感を持つ児童もいる。

説明の仕方については、本校が作成した「学び合いカード」を基に子ども同士の考えや意見をつなげ

るように留意している。児童みんなが友だちの説明を聞いたり、絵や図を式に表したりする活動を通

して、児童の問題解決への考え方を広げ、数学的な考え方を育て研究主題に迫りたい。 

 

３．単元の目標 

○乗法の意味について理解を深め、それを用いることができるようにする。 

 

４．単元の評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

・乗法について成り立つ

性質やきまりを用い

ることのよさに気づ

き、乗法九九の構成や

計算の仕方を考える

ことに活用しようと

している。 

・乗法について成り立つ

性質やきまりを用い

て、乗法九九の構成の

仕方を考え工夫し、表

現している。 

・乗法九九（６、７、８、

９、１の段）を構成し、

確実に唱えることが

できる。 

・乗法九九について知り、

乗法に関して成り立つ

性質の理解を確実にし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．本単元の学習の関連と発展 

     １年              ２年              ３年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

６．指導と評価の計画(全 1９時間)                  

次 時 主な学習活動 主な言語活動 

評価 

関 考 技 知 
評価規準 

（評価方法） 

一 

（
６
の
だ
ん
・
７
の
だ
ん
の
九
九
） 

１ 

・６の段の九九の構成の仕方に

ついて考える。 

・累加や乗法と積の関係など既

習の考え方を活用して、６の

段の九九を構成する。 

 

・乗法について成り

立つ性質を用いて

６の段の九九の構

成の仕方を考え、

説明する。 

◎ 

 

   【関】乗法について

成り立つ性質や

きまりを用いて

九九を構成しよ

うとしている。 

（観察・発言） 

⑬かけ算（２） 

・６、７、８、９、１の段の

九九の構成、暗唱と適用・

乗法について成り立つ性質

（交換法則、分配法則） 

・倍の意味理解 

・簡単な２位数×１位数       

・九九表のきまり 

⑯２０よりおおきいか

ず 

・数の構成に基づく数の

数え方 

 

⑨かけ算の筆算（１） 

・何十、何百×１位数の計算 

・２、３位数×１位数の計算 

・結合法則 

・倍の計算（第二用法） 

       

       

⑥１０よりおおきいか

ず 

・２ずつ、５ずつまとめ

て数えること 

 

⑫かけ算（１） 

・かけ算の意味と記号 

・２、３、４の段の九九の構

成、暗唱と適用 

・乗法と積の大きさ 

 

 

➀かけ算 

・分配法則、交換法則の活用 

・ａ×□、□×ａ 

・０のかけ算 

 

⑯かけ算の筆算（２） 

・1、2位数×何十の計算 

・2、3位数×2位数の計算 

・乗法計算の工夫 

・2、3位数×1位数の暗算 

      

       ③わり算 

・除法の意味と記号 

・九九 1回適用の除法 

・倍の計算（第一用法） 

       

       



一 

（
６
の
だ
ん
・
７
の
だ
ん
の
九
九
） 

２ 

・

３ 

・６の段の九九を唱え、カード

などを使って練習をする。 

・６の段の九九を見直し、九九

表やアレイ図などを基にし

て、交換法則や分配法則が成

り立っていることを確認す

る。 

・６の段の九九を用いて問題を

解決する。 

・６の段の九九を見

直すことを通し

て、乗法について

成り立つ性質やき

まりを考え、説明

する。 

 ◎        

 

 

 

 

 

○ 

 【考】６の段の九九

を見直すことを

通して乗法につ

いて成り立つ性

質やきまりを考

え、説明してい

る。 

（発言・ノート） 

【技】６の段の九九

を確実に唱える

ことができ、それ

を用いて問題を

解決することが

できる。（発言・

ノート） 

４ 

・７の段の九九の構成の仕方に

ついて考える。 

・累加や乗法と積の関係に加

え、交換法則など既習の考え

方を活用して、７の段の九九

を構成し、九九表に答えを書

く。 

・乗法について成り

立つ性質を用いて

７の段の九九の構

成の仕方を考え、

説明する。 

◎    【関】乗法について

成り立つ性質や

きまりを用いて

九九を構成しよ

うとしている。 

 （観察・発言）  

５ 

・

６ 

・７の段の九九を唱え、カード

などを使って練習をする。 

・７の段の九九を見直し、九九

表やアレイ図などを基にし

て、交換法則や分配法則が成

り立っていることを確認す

る。 

・７の段の九九を用いて問題を

解決する。 

・７の段の九九を見

直すことを通し

て、乗法について

成り立つ性質やき

まりを考え、説明

する。 

  ◎  【技】７の段の九九

を確実に唱える

ことができ、それ

を用いて問題を

解決することが

できる。 

（発表・ノート） 

二 

（
８
の
だ
ん
・
９
の
だ
ん
・
１
の
だ
ん
の
九
九
） 

７ 

・８の段、９の段の九九の構成

の仕方について考える。 

・既習の性質やきまりを活用し

て、いろいろな方法で８の

段、９の段の九九を構成す

る。 

・乗法について成り

立つ性質を用いて

８の段、９の段の

九九の構成の仕方

を考え、説明する。 

 ◎   【考】乗法について

成り立つ性質や

きまりを用いて、

８の段、９の段の

九九の構成の仕

方を考え、説明し

ている。 

（発言・ノート） 



二 

（
８
の
だ
ん
・
９
の
だ
ん
・
１
の
だ
ん
の
九
九
） 

８ 

・

９ 

・８の段、９の段の九九を唱え

たり、カードなどを用いたり

して練習をする。 

・８の段、９の段の九九を用い

て問題を解決する。 

・８の段、９の段の

九九を唱えたり、

カードを用いたり

して練習をする。 

  ◎ 

 

 【技】８の段、９の

段の九九を確実

に唱えることが

でき、それを用い

て問題を解決す

ることができる。 

（発言・ノート） 

 

10 

・場面をとらえ１×６の式から

かけ算の意味を確かめる。 

・１の段の九九を唱える。 

 

・乗法について成り

立つ性質を用いて

１の段の九九の構

成の仕方を考え、

説明する。 

   ◎ 【知】１の段の九九

を構成すること

を通して掛け算

の意味を理解し

ている。（ノート） 

 

11 

・九九を、答えの大きい方から

唱えたり、途中から唱えた

り、交互に唱えたりする活動

に取り組む。 

・「算数のおはなし」を読み、

九九の由来について関心を

もつ。 

・九九を、答えの大

きい方から唱えた

り、途中から唱え

たり、交互に唱え

たりする。 

◎   

 

 

 

〇 

 【関】学習内容を適

切に活用して、活

動に取り組もう

としている。 

（観察・発言） 

【技】九九を確実に

唱えることがで

きる。 

（発言・ノート） 

 

三 
 

（
ば
い
と
か
け
算
） 

12 

・３㎝の２つ分を、３㎝の「２

ばい」ということを知る。 

・３㎝の２倍の長さを求めると

きも、３×２のかけ算の式に

なることを知る。 

・ある量の何倍かに

あたる量の求め方

を考え、説明する。 

   ◎ 【知】倍の意味を知

り、ある量の何倍

かにあたる量を

求めるときも乗

法を用いること

を理解している。 

 （ワークシート・ 

     発言） 

 

13 

・○ア、○イのテープの３倍の長さ

に色を塗り、基準とする長さ

によって「３倍」の長さが異

なることをおさえる。 

・○ア、○イのテープの３倍の長さ

の求め方を考える。 

・○ア、○イのテープの

３倍の長さの求め

方を考え、説明す

る。 

   ◎ 【知】倍を表す数が

同じでも、基準量

が異なれば比較

量も異なること

を理解している。 

 （ワークシート・ 

     発言） 

  



四 
 

（
九
九
の
ひ
ょ
う
と
き
ま
り
） 

14 

・九九表を見て、これまで九九

の構成で用いた乗数と積の

関係や乗法の交換法則を確

認する。 

・各段の九九を構成

するときに用いた

乗数と積の関係

や、乗法の交換法

則を、乗法の性質

やきまりとしてま

とめる。 

   ◎ 【知】各段の九九を

構成するときに

用いた乗数と積

の関係や、乗法の

交換法則を、乗法

の性質やきまり

としてまとめよ

うとしている。    

（ノート） 

15 

・九九表を基に、学習してきた

性質やきまりを用いて、被乗

数が２位数の乗法について

答えの求め方を考える。 

・乗数と積の関係や、

乗法の交換法則を

用いて、簡単な場

合の２位数と１位

数の乗法の答えの

求め方を考え、説

明する。 

 

 

 ◎  

 

 

 

 

 

 【考】乗数と積の関

係や、乗法の交換

法則を用いて、簡

単な場合の２位

数と１位数の乗

法の答えの求め

方を考え、説明し

ている。 

（発言・ノート） 

五 
 

（
も
ん
だ
い
） 

16 

 

・切手の写真を見て、切手の枚

数のいろいろな求め方を考

える。 

・それぞれの考えを発表し、検

討する。 

・ものの数の求め方

を、乗法を用いた

り組み合わせたり

して考え、説明す

る。 

 ◎   【考】ものの数の求

め方を、乗法を用

いたり組み合わ

せたりして考え、

説明している。 

（発言・ノート） 

17 

本

時 

・チョコレートの数のいろいろ

な求め方を、図を基に考え

る。 

・それぞれの考えを発表し、検

討する。 

 

・ものの数の求め方

を、乗法を用いて

解決できるように

工夫して考え、図

などを使って説明

する。 

 

 ◎   【考】ものの数の求

め方を、乗法を用

いて解決できる

ように工夫して

考え、説明してい

る。 

（発言・ 

ワークシート） 

六 
 

（
ま
と
め
） 

18 

・「力をつけるもんだい」に取

組む。 

・問題の解決方法を

説明する。 

  ◎  【技】学習内容を適

用して、問題を解

決することがで

きる。 

（発言・ノート） 

19 

・「しあげのもんだい」に取組

む。 

・問題の解決方法を

説明する。 

   ◎ 【知】基本的な学習

内容を身につけ

ている。（ノート） 



７．本時の指導(１７／１９) 

(１)目標・評価規準 

本時の目標 乗法九九を総合的に活用して、問題を解決することを通して九九の理解を深める。 

本時の評価規準 【考】ものの数の求め方を、乗法を用いて解決できるように工夫して考え、説明している。 

（２）準備物 菓子、菓子箱、予想される児童の考え、掲示用のアレイ図、ワークシート、書画カメラ 

 （３）展開 

学習活動 
主な発問（○）と 

予想される児童の反応（・） 

評価規準 

(評価方法) 
指導上の留意点 

導 

入 

（
３
分
） 

（
） 

                  

展
開 

１．課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前の時間に学習したことと、どこが

ちがいますか。  

 

 

 

 

 

 

・箱に入っているチョ

コの見本を見せる。 

・具体物をもとにチョ

コレートの数を求め

ることについての意

識を高める。 

 

 

 

          

展 

 

開 

 

1

27

分 

 

 

２．めあてを確認する。 

 

 

 

 

 

３．まとまりを考えながら

チョコレートの数を求

める。 

・自力解決する。 

 

 

 

 

 

４．チョコレートの数の 

 求め方を発表する。 

≪言語活動≫ 

 

・全体で発表する。 

 

５．まとまりを工夫するこ

とでかけ算を使って

色々な数え方ができる

ことを知る。 

 

 

○箱の中のチョコレートの数を工夫し

てもとめましょう。 

○自分の考えをワークシートに言葉や

図で書いてみましょう。 

 

① 分 

  

  

 

 

  

 ●●● 

●●●  

●●●●●●

●●●●●●

●●●●●● 

○○○ 

○○○ 

●●● 

●●● 

●●●●●●

●●●●●●

●●●●●● 

 ●●●  

●●●  

●●●●●● 

●●●●●● 

●●●●●● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】 

ものの数の求

め方を、乗法を

用いて解決で

きるように工

夫して考え、説

明している。 

（ワークシー

ト・発表） 

 

はこの中のチョコレートは、ぜんぶで何こあり

ますか。 

 

はこの中のチョコレートの数をくふうしてもとめよう。 

 

・①分けます。 

2×3＝6 

3×6＝18 

6＋18＝24 

答え２４こ 

・②動かします。 

○ア6×4＝24 

○イ4×6＝24 

答え２４こ 

 

・③食べたこと 

ろをひきます。 

5×6＝30 

2×3＝6 

30－6＝24 

答え２４こ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ま

と

め 

 

 

15 

分 

６．まとめる。  

  

 

 

 

７．適用問題を解く。 

  ・ペアで確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．学習のふり返りをす

る。 

 

 

 

 

 

○学習したことを使って数を求めま

しょう。 

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

答え ４０こ  

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

答え ２０こ  

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ●     

● ● ● ●     

  ● ●   

  ● ●   

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

  ● ●   

  ● ●   

 

 

 

 

 

・本時の内容を想起さ

せ、自分の求めやす

い方法で解くよう

声掛けする。 

 

・(1)が終わったら (2)

をする。 

・他の方法でも解くよ

うにさせる。 

・考え方がどれと同じ 

か確認する。 

・ ペアで説明をさせ

る。 

 

 

 

 

８．板書計画 

 

 

Ｐ．42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ● ● ● 

   ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

・かけ算をつかう。 

・分けてみる。 

１１月１９日（水） 

分ける 

めあて 

はこの中のチョコレートの数をくふうしてもとめよう。 

うごかす 

考え方 

ないところをひく 

児童の考え 

まとめ 

 分けたり、うごかしたりするとか

け算九九をつかって計算ができる。 

児童の考え 児童の考え 児童の考え 

 

適用問題 

 

かけ算が１回では

もとめられない！ 

分けたり、うごかしたりするとかけ算九九をつかって

計算ができる。 


